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2016 年 5 月 15 日、岡崎市北部地域交流センター
「なごみん」にて開催した第 1 回「笑話浪漫サロン・
 オカジョ隊」の事業「春の交流会」では、高齢者 19
名（男性 9 名・女性 10 名、60 代 5 名・70 代 6 名・
80代 2 名・90 代 1名年齢記載なし 5名）が参加し事
後アンケートに全員が回答した。また、子ども 24 名
（男児 10名・女児 14名、4 歳未満 10名・4 歳 6 名・


































ンの終了後に、写真 8 の様に防犯教室を学生 2 名の
掛け合いで 5 分間ほど行い、好評を博していた。 
３．初秋の交流会：キャンパス・オープンサロン 
2016 年 9 月 10 日、岡崎女子大学にて開催した第
3 回「笑話浪漫サロン・オカジョ隊」の事業「初秋
の交流会」では、高齢者 24 名が参加し 23 名が回答
した。その内訳は（男性 2 名・女性 18 名、60 代 3
名・70 代 6 名・80 代 12 名、性別記載なし 3 名、年
齢記載なし 2 名）であった。また、子ども 19 名・
保護者 12 名が参加した。そのうち保護者 9 名が回
答し、その子ども 15 名の内訳は（男児 12 名・女児
3 名、4 歳未満 4 名・4 歳 2 名・5 歳 1 名・6 歳 2 名・






 写真12 第3回サロンの表彰状（例） 
「初秋の交流会」のプログラム(写真 9)では、写真








た。その内訳は（男性 5 名・女性 18 名、60 代 11
名・70 代 8 名・80 代 4 名、性別・年齢記載なし 3
名）であった。また、子ども 5 名（男児 2 名・女児
3名）とその保護者5名が参加し2名が事後アンケー
トに回答した。その内訳は（男児 0 名・女児 2 名、
9 歳 1 名・11 歳 1 名）であった。 
「秋の交流会」のプログラム（写真 13）では、本












の内訳は（男性 8 名・女性 20 名、60 代 3 名・70 代






 写真16 第5回笑話浪漫サロンのプログラム2 
「郷土の歴史に親しむ交流会」では、岡崎市制 100
周年記念にふさわしい郷土の歴史に親しむ内容のプ





























その内訳は（男性 5 名・女性 4 名、60 未満 1 名・60
代 1 名・70 代 5 名・80 代 2 名）であった。また、
子ども 15 名（男児 7 名・女児 8 名）とその保護者 7
名が参加し 6 名が事後アンケートに回答した。その
子どもの内訳は（男児 4 名・女児 3 名、5 歳 2 名・7
















































136 部で、参加者総数 154 名に対する回収率は
88.3％であった。アンケートに回答した高齢者 136
名の内訳は、男性 45 名・女性 78 名、性別の記載な
し 13 名であった。また、60 歳未満 8 名・60 代 33
名・70 代 44 名・80 代 35 名・90 代 3 名、年齢の記
載なし 13 名であった。 
1) 参加のきっかけ 
















関」6 名、4.5%、「その他」8 名、6.0%で合計 134
名、100%であった。このように3分の1の方が徒歩、
3 分の 1 の方が自家用車、5 分の 1 の方が自転車で
あり、これらの手段が大多数を占めた。 
3) サロンの評価 




















プログラムの内容がよかった 91 33 4 0 
学生の対応が良かった 102 25 2 0 
また参加したいと思った 101 28 2 1 
他の人にも参加を勧めたい 83 38 6 0 
全体的に改善が必要だと思った※ 17 38 35 29 

















１ 同世代の人ともっと関わることができる交流会 52 16.3 
２ 異世代の人ともっと関われる交流会 68 21.3 
３ 地域のことを知ることができる交流会 46 14.4 
４ 体を動かすことができる交流会 51 16.0 
５ 音楽を楽しめる交流会 49 15.4 
６ 季節の行事に触れることができる交流会 39 12.2 
７ その他 14 4.4 





 6) 生きがいを感じること 
表4 生きがいを感じること（高齢者) 
生きがいを感じること 回答数 割合（％）
１ 家族と過ごしているとき 58 18.1 
２ 友人と過ごしているとき 65 20.2 
３ 趣味や好きなことを楽しんでいるとき 96 29.9 
４ 地域の奉仕活動に参加しているとき 48 15.0 
５ 地域や世代間の交流会に参加しているとき 50 15.6 
６ その他 4 1.2 












































































11 名、5歳 5名、6歳 6名、7歳 8名、8 歳 10 名、9
歳3名、10歳1名、11歳3名、12歳0名であった。 
 
 1) サロンの情報入手先 
回答者数 40 名のうち、「新聞折り込み」1 名、「小
学校からのチラシ」4 名、「幼稚園・保育園からのチ
ラシ」9 名、「地域交流センターのチラシ」3 名、「大
学の HP から」2 名、「知人に聞いて」19 名、「その
他」3 名であった。なお、保護者 1 名の子どもの姉
弟が小学校と幼稚園からそれぞれチラシを持ち帰っ



























プログラムの内容がよかった 27 12 0 0 
学生の対応が良かった 28 11 0 0 
また参加したいと思った 23 14 3 0 
他の人にも参加を薦めたい 14 22 2 2 
全体的に改善が必要と感じた※ 2 17 10 5 
※「全体的に改善が必要と感じた」のみ第 1-5 回 
4) 地域交流会参加経験の有無と無い理由 











１ 同世代の子どもや親にもっと関わることができる交流会 25 23.6 
２ 異世代の人ともっと関われる交流会 14 13.2 
３ 地域のことを知ることができる交流会 9 8.5 
４ 体を動かすことができる交流会 18 17.0 
５ 音楽を楽しめる交流会 18 17.0 
６ 季節の行事に触れることができる交流会 22 20.8 
７ その他 0 0.0 
合計 106 100.0 
 
40 名の複数回答可の結果であるが、2 の「異世代
の人ともっと関われる交流会」が 14 名となり、7 項
目の中で「その他」0 名を除けば「地域のことを知
ることができる交流会」9 名に次いで 2 番目に少な













































第 4 回「なし」 
第 5 回「学生の皆さん、とても親切にしてくださ
りありがとうございました。」 
第 6 回「ありがとうございました。」「子どもがや
りやすい内容でした。」「あきずに最後までできてよ
かった。」 
写真24 サロン終了後に指で6を示す学生たち 
Ⅳ．おわりに 
本報告は、地域協働推進センター事業兼大学学部
行事「新世紀岡崎チャレンジ 100 事業」として岡崎
市から助成を受けた「笑話浪漫サロン・オカジョ隊」
の実施結果を報告するとともに、地域の高齢者と子
どもおよびその保護者に対する活動支援のあり方に
ついて考察を行った。対象を高齢者、幼児・小学生
とその保護者とし、各イベント活動体験が、それに
参加した高齢者や親子の感想にどのように反映され
るかを把握できるアンケート調査を実施した。その
結果、多世代間交流の楽しさを感覚的に理解するこ
とができ、学生企画事業への感謝の念とともに事業
の意義を確認できたことが推察された。 
今後、岡崎女子大学・岡崎女子短期大学の地域協働推
進センターが子ども教育学部とともに、本学の「人材育
成」と「地域貢献」を社会的使命とする精神の元、「両
大学の知的・人的・物的資源を地域とつなぎ、地域の課
題解決に応えるための教育・研究・地域活動を全学的に
推進する」1)ことのできる地域の拠点となるように可能
な限りその役割を果たしていくべきであると考える。そ
の意味で、「笑話浪漫サロン・オカジョ隊」が今後も継
続的に果たす役割は大きいであろう。 
「笑話浪漫サロン・オカジョ隊」の事業は、世代
間交流が希薄化した今日の地域において、伝統、文
化、市民意識の継承、人と人とが触れ合う温かいま
ちづくりという様々なつながりを実現していく有意
義な取り組みである。また、大学の地域貢献という
地域において重要な課題を具体的に実現するもので
もある。すなわち、「笑話浪漫サロン・オカジョ隊」
は、多様な人と人とのつながりをはじめ、地域のつ
ながり、そして大学の専門機能を地域に還元する営
みである。その際、サロンを実施する学生は、運営
を通し、地域の人たちに育てられており、保育者・
教育者としての学びにつながる機会を得ている。今
後も大学として、様々なつながりを通して共に育ち
あうことのできる地域づくりに寄与したいと考える。 
 
本論文の執筆分担は、小野がⅠの一部分・Ⅱの一部
分・Ⅲのデータ集計・Ⅳの一部分、仲田がⅠの一部分・
Ⅳの一部分、権が要旨及び全体の監修、岸本がⅡの一部
分、長野が記録及び基礎データ集計を担当した。 
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